










（ 続紙 １） 






























第 4 章「空間認知の個人差」では，研究 4 において，空間認知方略の使用程度を測
定する質問紙を作成し，221 名の大学生に実施した。サーベイ方略とルート方略の 2
つの因子を見いだしたとしている。さらに，研究 5 では，サーベイ・ルート質問紙を











161 人の大学生が，研究 7 で参加者が産出した経路表現の理解のしやすさを評定し，
ルート記述はサーベイ記述よりも理解しやすいと評定されることが示されている。研
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第 3 章の研究 2，3 では，ルートパースペクティブにおいて，空間表象が命題的であり，
その連続性や学習時-想起時の順序の一致が重要であることを明らかにしている。このよ
うに 2 章と 3 章において，個人内の過程として２つのパースペクティブで構築される表
象の性質を解明した点は重要な学術的貢献である。 
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